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【作り方】

もやし･･････････････････ １袋
水菜････････････････････ １株
韓国のり････････････････ １袋
ごま油･･････････････ 大さじ１
塩･･････････････････････ 少々

①  水菜は食べやすい長さに切る。
② もやしと水菜をざるに入れ、

熱湯をかける。
③ 少しさめたら、水気を絞る。
④ ボールにもやし・水菜・ごま油・

塩を入れて和える。
⑤ 皿に盛りつけてから、韓国の

りをちぎってのせてでき上がり。

も
や
し
と
水
菜
の
ナ
ム
ル

5
月
帯
広
の
平
均
気
温
が
観
測
史
上
最

高
を
記
録
し
、
そ
れ
に
支
え
ら
れ
作
物
が

順
調
に
生
育
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
作
物
の
管
理
作
業
等
大
変

お
忙
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
健
康
管

理
や
農
作
業
事
故
に
は
十
分
気
を
つ
け
て

作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

先
日
、
当
農
協
の
最
大
の
行
事
「
第
69

回
通
常
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

ま
で
は
受
付
が
定
位
置
で
久
し
ぶ
り
に
お

会
い
す
る
組
合
員
さ
ん
が
い
て
懐
か
し
ん

で
い
ま
し
た
が
、
本
年
か
ら
広
報
担
当
と

な
り
写
真
撮
影
や
原
稿
の
準
備
と
会
場
内

を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
ま
し
た
。
奉
職
し
て

20
数
年
…
初
の
総
会
を
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
冒
頭
の
組
合
長
の
挨
拶

で
は
史
上
最
高
の
販
売
高
と
29
年
度
の
取

り
組
む
べ
き
事
業
の
話
が
あ
り
、
改
め
て

士
幌
町
農
協
の
組
合
員
の
結
束
力
の
強
さ

を
感
じ
、
同
時
に
組
合
長
の
人
を
引
き
つ

け
る
口
調
に
聞
き
入
っ
て
、
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
数
々
人
前
で
話
す
機
会
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
私
も
人
を
引
き
つ
け

る
話
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。（
N
）

今
回
の
表
紙
は
、
上
居
辺
地

区
で
畑
作
を
営
む
佐
藤
和
巳
・

美
佳
さ
ん
ご
夫
妻
で
す
。
お

子
さ
ん
は
、
希き
い
ち一

く
ん
で
す
。

ご
自
宅
で
撮
影
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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❷第69回通常総会を開催
❹平成29年度 士幌町家畜品評会
❻家族慰安会【佐倉地区・新田地区・西上地区】
❽営農点描
❾女性部版　役付部員日帰り研修／
　　　　　　フラワーポット花植え
�青年部版 「こどもアグリスクール」を開催
　 ぼく・わたしのおとうさん

�いま何やってますか？
�JA共済『新建物更生共済』のお知らせ
�自動車防災情報
�アスポのお知らせ／今月のあなたの運勢
�クロスワードパズル
�わが家のおすすめレシピ／編集後記
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全
10
議
案
が
承
認
さ
れ
る

開
会
宣
言
に
続
き
、
出
席
者
全
員
で
J
A
綱
領

を
朗
唱
し
た
後
、
購
買
利
用
共
励
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
1
位
の
西
上
地
区
、
2
位
の
新
田
地
区
、
3
位

の
中
音
更
地
区
、
4
位
の
下
居
辺
地
区
、
5
位
の
士

幌
南
地
区
、
佐
倉
地
区
、
努
力
賞
の
上
居
辺
地
区
、

士
幌
北
地
区
、
中
士
幌
地
区
へ
賞
状
並
び
に
賞
金
が

髙
橋
組
合
長
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

第69回通常総会を開催

　
6
月
13
日
（
火
）
農
業
会
館
大
ホ
ー

ル
に
て
、
士
幌
町
農
業
協
同
組
合
第
69

回
通
常
総
会
が
本
人
出
席
、
委
任
状
、

書
面
議
決
合
わ
せ
て
5
9
0
名
出
席

の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

続
く
開
会
挨
拶
で
髙
橋
組
合
長
は
「
帯
広
で
の
観

測
が
始
ま
っ
て
以
来
最
高
を
記
録
し
た
5
月
の
平
均

気
温
に
支
え
ら
れ
、
各
作
物
も
順
調
な
生
育
を
示
し

て
い
る
今
日
こ
の
頃
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
作
物
の
管
理
作
業
等
ご
多
忙
の
中
、
第
69
回

通
常
総
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
併
せ
て
女
性
部
、
青
年
部
の
皆
様
方
に
は
農
協

理
解
を
兼
ね
た
研
修
と
い
う
こ
と
で
傍
聴
を
い
た
だ

き
重
ね
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
28
年
の
士
幌
農
業
に
お
い
て
は
、
春
先
の
暴

風
、
8
月
に
は
立
て
続
い
た
台
風
の
上
陸
、
11
月

上
旬
の
積
雪
等
目
に
余
る
気
象
経
過
の
中
で
、
小

麦
は
開
花
期
以
降
の
低
温
寡
照
に
よ
り
大
打
撃
を

受
け
、
販
売
高
は
前
年
対
比
約
34
％
に
と
ど
ま
り
、

豆
類
・
ビ
ー
ト
等
も
品
質
低
下
、
収
量
減
少
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
幸
い
馬
鈴
薯
に
つ
い
て
は

減
収
が
大
き
か
っ
た
も
の
の
、
販
売
単
価
に
支
え

ら
れ
、
長
芋
と
と
も
に
収
益
を
伸
ば
し
た
が
、
農

産
品
ト
ー
タ
ル
で
は
約
22
億
円
の
減
少
、
前
年
対

比
81
％
の
96
億
5
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
共
済
金
を
含
め
ま
す
と
1
0
6
億
2
千

万
円
と
な
り
平
成
27
年
に
次
ぐ
史
上
2
番
目
と
な
る

収
入
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
生
乳
生
産
量
は
、
前
年
よ
り
4
3
4
t
多
い
８
９
，7
1
6
t

と
前
年
の
史
上
最
高
を
更
に
更
新
し
ま
し
た
。
牛
肉
や
個
体
販
売
に
お
い
て

も
1
年
を
通
じ
て
高
値
で
推
移
し
、
取
扱
頭
数
も
微
増
し
た
こ
と
に
よ
り
生

乳
・
畜
産
の
販
売
高
は
、
前
年
対
比
22
億
7
千
万
円
多
い
1
0
7・5
％
増

の
3
2
5
億
円
と
な
り
、
農
畜
産
物
総
体
で
は
史
上
最
高
を
記
録
し
た
前

年
の
販
売
額
を
約
4
千
万
円
上
回
る
4
2
2
億
円
、
共
済
金
を
含
め
る
と

4
3
5
億
円
で
記
録
を
更
に
更
新
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
組
合
員
家
族
の
皆
様
と
の
総
合
力
の
成
果
と
心
よ
り
敬
意
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

今
期
決
算
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
組
合
員
を
始
め
家
族
の
皆
様
方
が
農
協

全
利
用
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
成
果
と
し
て
利
用
奨
励
・
部
門
奨
励
合
わ
せ

て
21
億
7
，7
0
0
万
円
の
奨
励
還
元
対
策
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
改
め
て
そ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
農
協
運
営
協
力
委
員

会
、
女
性
部
、
青
年
部
の
皆
様
方
を
は
じ
め
と
す
る
組
合
員
ご
家
族
の
皆
様

に
重
ね
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
期
の
剰
余
金
で
す
が
、
じ
ゃ
が
り
こ
工
場
、
ア
ス
ポ
等
に
納
入
し
た
機

械
、
器
具
、
建
物
等
の
特
別
償
却
を
含
め
、
40
億
円
余
り
の
減
価
償
却
を
し
、

施
設
の
解
体
に
要
す
る
費
用
と
し
て
1
億
9
，0
0
0
万
円
を
引
き
当
て
た

結
果
、
当
期
剰
余
金
は
5
億
2
，8
0
0
万
円
と
な
り
、
前
年
度
の
繰
越
金

を
加
え
未
処
分
利
益
剰
余
金
と
し
て
、
5
億
6
，1
0
0
万
円
を
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
士
幌
町
農
対
本
部
長
の
小
林
町
長
よ
り
提
案
が
あ
り
、
援

農
支
援
を
関
係
機
関
、
職
員
の
皆
様
方
で
実
施
さ
れ
る
な
ど
大
変
な
災
害
年

と
な
り
ま
し
た
が
、
先
人
先
達
が
築
き
あ
げ
て
き
た
基
礎
・
基
盤
が
何
よ
り

も
代
え
難
い
相
互
扶
助
の
精
神
を
し
っ
か
り
と
後
世
に
伝
承
す
る
事
業
や
、

新
た
な
価
値
の
創
造
と
し
て
じ
ゃ
が
り
こ
工
場
、
ア
ス
ポ
店
、
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
の
建
設
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
等
基
幹
産
業
で
あ
る
士
幌
農

業
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
第
10
次
中
期
3
カ
年
計
画
は

【
物
心
両
面
の
調
和
あ
る
豊
か
さ
を
目
指
し
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
切
り
開
く
】

を
基
本
目
標
と
し
、
組
合
員
の
営
農
と
生
活
向
上
を
図
る
べ
く
、
邁
進
す
る

所
存
で
す
が
、
初
年
度
の
今
年
は
、
I
C
T
技
術
の
導
入
や
G
A
P
認
証

に
よ
る
商
品
の
差
別
化
、
付
加
価
値
に
努
め
ユ
ー
ザ
ー
の
安
定
供
給
を
念
頭

に
置
い
た
事
業
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
畜
産
酪
農
関
係
で

は
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
経
営
の
効
率
化
、ヘ
ル
パ
ー・

コ
ン
ト
ラ
等
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
、
N
O
S
A
I
再
編
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

移
行
に
取
り
組
み
労
働
力
対
策
・
革
新
的
技
術
の
導

入
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
取
得
計
画
と
し
て
は
「
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
」
を
活
用
し
た
馬
鈴
薯
の
集
出
荷
貯
蔵
施
設

等
、
税
込
み
で
73
億
円
余
り
を
見
込
ん
で
お
り
昨
年

に
続
い
て
大
型
投
資
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
深

い
ご
理
解
と
ご
承
認
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
を

い
た
し
ま
す
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

次
に
来
賓
者
が
紹
介
さ
れ
、代
表
し
て
小
林
町
長
、

ホ
ク
レ
ン
帯
広
支
所
猪
俣
支
所
長
よ
り
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
議
案
審
議
へ
入
り
ま
し
た
。
議
長
に
は
、
士

幌
南
地
区
の
森
本
耕
二
さ
ん
と
佐
倉
地
区
の
森
本
真

隆
さ
ん
を
選
出
し
、「
平
成
28
年
度
事
業
報
告
・
貸

借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
・
剰
余
金
処
分
案
・
注
記

表
及
び
附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て
」
等
、
全
10

議
案
を
審
議
し
、
1
件
の
報
告
事
項
の
後
、「
J
A

北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
着
実
な
実
践
に
関
す
る
特

別
決
議
（
案
）
が
満
場
一
致
の
拍
手
に
よ
り
承
認
さ

れ
、
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

今月の
特 集

T o p i c s

髙橋組合長の挨拶

購買利用共励　１位の西上地区議長を務める森本耕二さん（左）と森本真隆さん（右）

総会傍聴を行う女性部役員 青年部は役員と共に新入部員も研修を兼ねて傍聴
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平成29年度士幌町家畜品評会 成績
【出陳頭数】　・乳牛42頭 ・肉牛(枝肉)32頭 ・馬9頭　合計83頭
開催日H29.6.9（金）　士幌町家畜品評会会場　午前 10時審査開始

乳牛の部

肉牛の部～枝肉

馬の部

出品番号 生年月日

●乳牛未経産の部

最高位 第4部 401-1 ツユーター シエシル 
フアンタジスタ

H28.1.29 富澤　幸治
（士幌）

準最高位 第2部 202 サクランド ロイヤル 
ビスタ C ET

H28.8.1 山岸　　剛
（佐倉）

●乳牛経産の部

最高位 第8部 804 サクランド ウインド 
ブルツク フレンデイ ET

H25.11.17 山岸　　剛
（佐倉）

準最高位 第9部 905 サクランド 
キヤニオン マリー

H23.9.8 山岸　　剛
（佐倉）

（各首席・BU）

●未経産 第1部 106 サクランド コントラスト
ジエシー

H28.9.5 山岸　　剛
（佐倉）

第2部 202 サクランド ロイヤル 
ビスタ C ET

H28.8.1 山岸　　剛
（佐倉）

第3部 303 サクランド アメジング　
フエイス

H28.3.8 山岸　　剛
（佐倉）

第4部 401-1 ツユーター シエシル 
フアンタジスタ

H28.1.29 富澤　幸治
（士幌）

第5部 出品なし

第6部 604 サクランド ラデイアンスター
ミツシー　ET

H27.6.9 山岸　　剛
（佐倉）

●経産 第7部・BU 703 サクランド　アクミー　
ジヤスト

H27.1.3 山岸　　剛
（佐倉）

第8部・BU 804 サクランド ウインド 
ブルツク フレンデイ ET

H25.11.17 山岸　　剛
（佐倉）

第9部・BU 905 サクランド キヤニオン　
マリー

H23.9.8 山岸　　剛
（佐倉）

第10部 1001 エツセンス サンチエス　
アポロ ダーハム

H24.6.1 宇佐見昭夫
（新田）

出品番号

最高位 3 日の出ビーフ３号 加納　英章（士幌）
準最高位 17 士幌北ビーフ１号 (有)士幌北肉用牛牧場（士幌）

出品番号

最高位 第1部 101 銀次郎 木幡　利則（西上）
準最高位 第1部 201 春華 和田　智志（佐倉）

第1部
第2部 101 銀次郎 木幡　利則（西上）
第3部
第4部 402 こはる 堀江　一仁（上居辺）

（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）

平成29年度 士幌町家畜品評会

生
産
者
自
慢
の
家
畜
が
揃
う

　
6
月
9
日
（
金
）
士
幌
町
家
畜
品
評
会
場
に
て
、

家
畜
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
晴

天
の
中
の
開
催
と
な
り
、
出
陳
者
を
始
め
多
く
の
生

産
者
、
関
係
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

品
評
会
に
先
立
ち
、
家
畜
に
対
し
て
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち

を
捧
げ
る
「
獣
魂
慰
霊
祭
」
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
開
会
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
髙
橋
組
合
長
よ
り
「
31
組

合
員
83
頭
の
出
陳
が
あ
り
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
生

乳
出
荷
量
は
5
月
末
で
９
８・3
％
と
目
標
値
1
0
3
％
と
乖

離
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
牧
草
お
よ
び
デ
ン
ト
コ
ー

ン
等
品
質
の
良
い
も
の
を
収
穫
し
、
乳
量
増
に
結
び
つ
け
て
ほ

し
い
。
個
体
販
売
も
若
干
値
下
が
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年

の
秋
に
は
ま
た
実
を
結
ぶ
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

本
日
は
乳
牛
、
肉
牛
、
馬
の
3
部
門
に
出
陳
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
是
非
、
十
勝
大
会
、
全
道
大
会
へ
と
駒
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、
士
幌
町
よ
り

産
業
振
興
課
西
野
主
幹
か
ら
の
祝
辞
、
審
査
員
、
デ
イ
リ
ー
プ

リ
ン
セ
ス
紹
介
の
後
、
審
査
へ
と
移
り
ま
し
た
。

乳
牛
の
部
は
未
経
産
、
経
産
合
わ
せ
て
42
頭
、
馬
の
部
に
は

9
頭
が
出
陳
さ
れ
、
出
陳
者
自
慢
の
優
秀
な
家
畜
が
揃
う
中
、

厳
選
な
る
審
査
が
行
わ
れ
、
審
査
の
結
果
に
生
産
者
は
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
肉
牛
の
部
に
お
い
て
は
32
頭

の
出
陳
が
あ
り
、
6
月
1
日
（
木
）
に
行
わ
れ
た
審
査
を
も
と

に
、
会
場
に
展
示
さ
れ
た
写
真
パ
ネ
ル
を
囲
ん
で
講
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
各
部
門
の
成

績
上
位
者
へ
賞
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
温
か
い
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
士
幌
高
校
に
よ
る
乳
製
品
・
肉
の
加
工
品
販
売
、

よ
つ
葉
乳
業
の
協
力
に
よ
る
乳
製
品
の
試
飲
・
試
食
会
等
も
行

わ
れ
大
盛
況
と
な
り
、
中
で
も
肉
牛
振
興
会
・
ア
ス
ポ
に
よ
る

し
ほ
ろ
牛
肉
の
販
売
は
長
蛇
の
列
と
な
り
、
購
入
者
も
大
変
笑

顔
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

｝

出陳者／富沢　幸治（士幌）出陳者／山岸　剛（佐倉）

出陳者／加納　英章（士幌南）

出陳者／木幡　利則（西上）

馬の部 最高位　銀次郎

アスポ出店の肉販売も大賑わい

乳牛の部（経産） 最高位賞
サクランド ウインド ブルツク フレンデイ ET

肉牛（枝肉）の部 最高位
日の出ビーフ３号

デイリープリンセス
和田望美さん（和田牧場）　富田翔美さん（富田牧場）

乳牛の部（未経産） 最高位賞
ツユーター シエシル フアンタジスタ

髙橋組合長小林町長

獣魂慰霊祭

髙橋組合長
の挨拶
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家
族
慰
安
会

新田
地区

佐倉
地区

西上
地区

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
慰
安
会
で
は
今
年
も
し
ほ
ろ
牛

の
焼
肉
・
麺
類
・
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
ク
・
ア
イ
ス
・
す

い
か
等
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
麦

作
倉
庫
で
の
開
催
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
恒
例
の

小
学
生
に
よ
る
演
舞
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
保
育

園
児
の
紹
介
が
行
わ
れ
、
そ
の
愛
く
る
し
さ
に
心
が
和

み
ま
し
た
。
余
興
に
つ
い
て
も
テ
レ
ビ
番
組
の
「
こ
の

人
だ
ー
れ
?
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
お
待
ち

か
ね
の
、
し
ほ
ろ
牛
ス
テ
ー
キ
や
カ
ニ
な
ど
を
景
品
に

ビ
ン
ゴ
大
会
が
行
わ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

結
び
は
山
岸
均
公
民
館
推
進
委
員
長
の
一
本
締
め
で
、

盛
会
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

6
月
10
日
（
土
）
佐
倉
地
区
農
協
運
営
協
力
委
員
会

（
河
田
浩
美
委
員
長
）
主
催
に
よ
る
家
族
慰
安
会
が
雨
予

報
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
麦
作
倉
庫
に
て
催
さ
れ
ま
し
た
。

河
田
委
員
長
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
柴
田
副
町
長
、
七

條
常
務
よ
り
挨
拶
を
頂
き
、
山
下
理
事
の
乾
杯
で
慰
安

ビールは最高！

いつもご苦労様
並んでだって食べたい

ほら、わたしがママよ

まだかなまだかな

商品ゲット！・・・ん？ビール？

しほろ牛は格別☆　　　佐倉が笑顔で満たされる日

おいしいしほろ牛を囲み
地区の仲間と交流を深める

地区全員で大盛り上がり、
おいしいお肉をほおばるぞ！

大盛況の会場

焼き肉最高

ピンポーン！
果てしない～大空と～♪

6
月
10
日
（
土
）
新
田
地
区
農
協
運
営
協
力
委
員
会
（
房

谷
桂
樹
委
員
長
）
主
催
に
よ
る
家
族
研
修
会
が
行
わ
れ
、

当
日
は
時
お
り
小
雨
が
降
る
生
憎
の
天
候
と
な
り
ま
し
た

が
、
青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て
テ
ン
ト
を
設
営
し
、
地
区

内
よ
り
大
勢
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
房
谷
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
篠

原
専
務
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
千
葉
前
委
員
長
へ
の

感
謝
状
の
贈
呈
と
昨
年
度
に
結
婚
さ
れ
た
国
枝
さ
ん
ご
夫

妻
に
対
し
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

辻
本
監
事
の
ご
発
声
に
よ
る
牛
乳
の
乾
杯
で
懇
親
会
が

盛
大
に
始
ま
り
、
新
田
地
区
で
生
産
さ
れ
た
し
ほ
ろ
牛
や

麺
類
・
ス
イ
ー
ツ
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に

会
話
に
花
を
咲
か
せ
、
農
業
情
勢
や
近
況
報
告
等
、
仲
間

と
の
団
ら
ん
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

余
興
で
は
子
供
の
お
菓
子
つ
か
み
取
り
の
他
、
青
年
部

司
会
に
よ
る
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
が
行
わ
れ
、
ア
ウ
ト
ド

ア
グ
ッ
ズ
等
多
数
並
べ
ら
れ
た
景
品
に
狙
い
を
定

め
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
読
み
上
げ
ら
れ
る
数
字

に
一
喜
一
憂
し
、
肌
寒
さ
も
忘
れ
る
ほ
ど
の
盛
り

上
が
り
で
し
た
。

最
後
は
国
枝
理
事
の
ご
発
声
で
万
歳
三
唱
し
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

6
月
10
日
（
土
）
西
上
地
区
運
営
協
議
会
（
富
澤
弘
信
会
長
）
主
催

に
よ
る
家
族
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
が
心
配
さ
れ

る
曇
天
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
早
朝
よ
り
行
わ
れ
た
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
・
ミ
ニ
バ
レ
ー
・
子
供
相
撲
大
会
も
無
事
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

各
会
場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
は
集
落
セ
ン
タ
ー
内
に
場
所
を
移
し
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
、
地
区
内
よ
り
大
勢
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。
富
澤
会
長
の
開
会

挨
拶
に
続
い
て
、
士
幌
町
農
業
委
員
を
2
期
6
年
間
ご
尽
力
い
た
だ
き

次
期
農
業
委
員
の
地
区
推
薦
と
し
て
再
選
出
さ
れ
た
足
立
雅
人
様
、
由

紀
子
ご
夫
妻
に
対
し
、
感
謝
と
激
励
の
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
の
小
林
町
長
、
髙
橋
組
合
長
よ
り
お
祝
い
の
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
後
、
昨
年
度
結
婚
さ
れ
た
二
組
の
ご
夫
妻
と
、
後
継
者
と
な

ら
れ
た
ご
夫
妻
へ
花
束
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
会
場
は
温
か
い
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。加

納
町
議
会
議
長
の
乾
杯
の
発
声
で
懇
親
会
が
始
ま
る

と
、
し
ほ
ろ
牛
ス
テ
ー
キ
や
ケ
ー
キ
、
生
ビ
ー
ル
な
ど
多

種
多
彩
の
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
、
手
作
り
わ
た
あ
め
や

射
的
ゲ
ー
ム
も
大
好
評
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
部

が
企
画
し
た
余
興
は
、
子
ど
も
の
『
目
隠
し
マ
マ
パ
パ
当

て
ゲ
ー
ム
』
が
催
さ
れ
、
わ
が
子
の
回
答
に
冷
や
冷
や
し

な
が
ら
も
親
子
の
絆
を
感
じ
る
光
景
に
温
か
い
声
援
が
湧

き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
戦
で
の
『
イ
ン
ト
ロ
早
押
し
ク
イ
ズ
』

で
は
、
曲
名
そ
っ
ち
の
け
で
熱
唱
す
る
な
ど
大
き
な
歓
声

や
笑
い
声
に
包
ま
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
名
波
農
協
理

事
の
豊
穣
の
出
来
秋
と
地
区
皆
様
の
発
展
を
祈
念
し
た
締

め
く
く
り
の
挨
拶
を
以
っ
て
閉
会
致
し
ま
し
た
。

あの人の
イメージは？

当たり
ました！
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ビート防除 ビートカルチ

小麦防除入 牧

西上地区　曽我弘美農場上居辺地区　鎌田吉博農場

上居辺地区　増田直樹農場

新田牧場

5
月
に
引
き
続
き
6
月
も
好
天

が
続
き
、
作
物
は
す
く
す
く
と

成
長
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
、

収
穫
期
ま
で
好
天
で
あ
る
こ
と
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
作
物
の
管
理
作

業
等
続
き
ま
す
が
、
声
掛
け
等

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
農
作

業
事
故
に
は
十
分
注
意
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

営農
点描

Sh iho ro  e i nou  t enbyo女性部版

女
性
部
（
太
田
小
枝
子
部

長
）
で
は
、
6
月
6
日
（
火
）

理
事
9
名
に
よ
り
農
協
本
所

前
に
て
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の

植
え
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
と
ベ
コ
ニ
ア
の
苗
を
植
え
、

す
っ
き
り
と
し
た
彩
り
で
事

務
所
の
入
り
口
が
明
る
く
華

や
か
に
な
り
ま
し
た
。
お
立

ち
寄
り
の
際
は
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

6
月
8
日
（
木
）、
J
A
女
性
部
（
太
田
小
枝
子

部
長
）
で
は
各
支
部
の
班
長
以
上
の
役
付
部
員
81
名

が
参
加
の
も
と
、
日
帰
り
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
は
、
日
頃
よ
り
エ
コ
運
動
を
行
っ
て
い
る

女
性
部
と
し
て
、
各
支
部
等
で
も
実
施
し
て
い
る

古
紙
の
回
収
後
、
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る

か
を
研
修
す
る
た
め
、
釧
路
市
に
あ
る
日
本
製
紙

（
株
）
釧
路
工
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
バ
ス
3
台
そ
れ

ぞ
れ
に
担
当
の
方
に
同
乗
し
て
い
た
だ
き
、
説
明
を

受
け
な
が
ら
工
場
敷
地
内
と
工
場
内
を
見
学
し
ま

し
た
。
紙
の
原
料
と
な
る
パ
ル
プ
に
は
、チ
ッ
プ（
木

片
）
か
ら
つ
く
る
パ
ル
プ
と
古
紙
か
ら
つ
く
る
パ

ル
プ
が
あ
り
、
釧
路
工
場
で
は
原
料
の
約
70
％
に

農協本所前の花壇が華やかになりました

女性部役付部員日帰り研修

古
紙
パ
ル
プ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
環
境
に
や
さ
し
い
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
実
現
し
て
い
ま
す
。
大
型
機
械
に
よ

る
古
紙
の
溶
解
か
ら
新
聞
用
紙
が
出
来

る
ま
で
の
製
造
工
程
を
見
学
し
、
あ
ら

た
め
て
紙
資
源
の
大
切
さ
を
実
感
い
た

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昼
食
を
釧
路
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
思
い

思
い
に
楽
し
み
、
帰
り
道
で
は
、
道

の
駅 

阿
寒
丹
頂
の
里
に
立
ち
寄
り
お

土
産
を
求
め
、
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が

ら
帰
途
に
就
き
ま
し
た
。

農協本所前の花壇が華やかになりました
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MY DADDY

おとうさん
ぼ く
わた

・

のし おとうさん

青年部版

●おとうさん

鎌
か ま だ

田　尚
しょうご

吾 さん

●ぼく

翔
しょう

 くん

士幌北地区

「こどもアグリスクール」を開催
6
月
9
日
（
金
）、
青
年
部
畜
産
専
門
部
会

（
佐
々
木
昌
弘
部
会
長
）
で
は
士
幌
小
学
校
の

3
年
生
34
名
を
対
象
に
し
た
「
こ
ど
も
ア
グ
リ

ス
ク
ー
ル
」
を
新
田
地
区
の
（
農
）
佐
々
木
牧

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
第
2
回
目
は
、
小
学
校
の
協
力
の
も

と
授
業
の
一
環
と
し
て
牧
場
見
学
や
搾
乳
体
験

等
が
で
き
る
よ
う
に
畜
産
専
門
部
会
が
中
心
と

な
っ
て
企
画
し
ま
し
た
。

当
日
は
爽
や
か
な
好
天
に
恵
ま
れ
、
青
年
部

員
の
指
導
の
も
と
牧
場
見
学
と
搾
乳
体
験
を
実

施
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
「
か
わ
い
い
!
」

「
あ
っ
た
か
〜
い
」
と
話
し
な
が
ら
興
味
津
々

に
牛
を
見
た
り
触
っ
た
り
し
、
ま
た
最
初
は
怖

が
り
な
が
ら
も
教
え
て
も
ら
っ
た
通
り
に
手
を

伸
ば
し
て
、
熱
心
に
搾
乳
体
験
を
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
牛
に
関
す
る
○
×
ク
イ
ズ
形
式
の

学
習
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
員
か
ら
は
「
子
供
た
ち
が
色
々
質
問

を
し
て
く
れ
て
良
か
っ
た
」と
意
見
が
聞
か
れ
、

児
童
か
ら
は
「
搾
乳
が
一
番
面
白
か
っ
た
」
と

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
次
回
は
10
月
に
馬
鈴

薯
の
収
穫
体
験
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
紹
介
は
、
４
代
目
後
継
者
、

中
士
幌
地
区
の
森
本
絢
哉
さ
ん

で
す
。

（
以
下
、
質
問
は
Ｑ
、
絢
哉
さ
ん
の
答

え
を
Ａ
と
し
ま
す
）

A Q
農
業
の
魅
力
は
何
で
す
か
。

自
分
自
身
で
考
え
て
、
や
り
た
い
よ
う
に

で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。
ま
た
、
自
分

が
作
っ
た
作
物
を
友
人
等
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
と
き
に
見
ら
れ
る
笑
顔
が
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。

A Q
将
来
の
夢・目
標
は
何
で
す
か
。

近
未
来
型
作
業
方
法
や
最
先
端
技
術
を
身

に
つ
け
る
。
そ
の
た
め
に
、
G
P
S
や
ド

ロ
ー
ン
を
駆
使
し
、
作
業
効
率
を
図
り
規

模
拡
大
を
し
、
次
世
代
の
子
供
へ
と
受
け

継
い
で
い
き
た
い
で
す
。

A Q
休
み（
夜
間・冬
期
等
）の

過
ご
し
か
た
を
教
え
て
下
さ
い
。

休
み
の
日
は
、妻
と
ド
ラ
イ
ブ
や
買
い
物
、

冬
期
間
に
つ
い
て
は
、
３
年
間
白
樺
学
園

高
校
ス
ケ
ー
ト
部
の
指
導
を
し
て
き
た
こ

と
を
活
か
し
、
地
元
の
小
学
生
の
ス
ケ
ー

ト
の
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

森
もりもと

本 　 絢
じゅんや

哉 さん

中士幌地区

いま何やって
ますか?

第334回

A Q
就
農
の
動
機
は
何
で
す
か
。

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
農
場
を
私
が
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
か
ら
。

親
の
想
い
を
感
じ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ま
で

私
た
ち
の
た
め
に
苦
労
し
て
築
き
拡
大
し

た
農
場
の
一
員
と
な
っ
て
、
少
し
で
も
負
担

を
減
ら
し
て
あ
げ
た
い
。
ま
た
、
今
ま
で
歩

ん
で
き
た
ス
ポ
ー
ツ
人
生
で
つ
ち
か
っ
た
、

体
力
や
負
け
な
い
気
持
ち
を
農
業
に
生
か

し
た
か
っ
た
。

A Q
現
在
担
当
さ
れ
て
い
る
仕
事
は

何
で
す
か
。

畑
の
整
地
・
ビ
ー
ト
の
畝
き
り
・
カ

ル
チ
入
れ
等
畑
の
管
理
全
般

A Q
作
業
上
の
苦
労
・

注
意
点（
失
敗
談
）は
何
で
す
か
。

ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
を
行
う
上
で
、
感

覚
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
一

つ
一
つ
の
作
業
に
慣
れ
て
き
て
か
ら

が
、
事
故
に
つ
な
が
る
の
で
、
周
り

も
確
認
し
、
ミ
ス
が
な
い
よ
う
に
仕

事
を
す
る
こ
と
。
毎
日
変
わ
っ
て
い

く
、
天
候
な
ど
を
考
え
計
画
的
に
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
難
し

い
で
す
。

A Q
農
業
に
た
ず
さ
わ
り

感
じ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

天
候
に
左
右
さ
れ
る
職
業
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
、

自
分
の
や
り
方
次
第
で
失
敗
も
成
功

も
す
る
と
感
じ
ま
し
た
。「
初
心
」
と

い
う
言
葉
が
も
っ
と
も
あ
う
仕
事
と

感
じ
て
い
ま
す
。
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共栄火災海上保険 自動車防災情報

「ドア開け事故」にご用心?!

■運転者による「ドア開け事故」
　「ドア開け事故」の多くは、運転者の安全確認が不十分なために発生しています。
　ちょっとした不注意による「ドア開け事故」についても、道路交通法では交通に危険を生じさせ
ないために、必要な措置をとるよう規定しています。

　道路交通法第71条第4号の3　「ドアを開ける場合の安全確認」
①車両等の運転者は、安全を確認しないでドアを開けたり、降車してはならない。
②また、同乗者がそのような行為をして、交通の危険を生じさせないようにするための必要　

な措置（同乗者に注意を促したり、チャイルドロックをする等）を講じなければならない。
　　　【罰則】5万円以下の罰金　　〔違反点〕1点　　〈反則金〉普通車6千円

■同乗者による「ドア開け事故」
　助手席や後部座席に乗っていた人が降りるときに、
無造作にドアを開けて、そこへ後続のバイクや自転車
などが来ていて衝突したり、転倒したりする事故が
起きています。
　その時、運転者は「同乗者が後ろの安全をよく確認
していなかったから事故が起きたので、自分には責任
がない」というわけにはいきません。ドアの開閉時に
起きた事故は、どんな場合でも運転者の責任になり
ます。

■「ドア開け事故」の防止策
⑴ドアミラーやルームミラーで後ろから車やバイクなどが来ていないかを確認しましょう。出来

れば、目線（自分の目で後ろを振り向いて見る）や、ドアを一気に開けないで少し開けて一呼
吸置く（後方の自転車やバイクにドアを開けることを知らせる）と、さらに安全です。

⑵車を止めて同乗者を降ろすときには、勝手に降ろすのではなく、「ちょっとドアを開けるのを
待って」などと声をかけ、ドアミラーやルームミラーで後ろから車やバイクなどが来ていない
かを確認し、「今なら大丈夫だから」などと合図を出して、降ろすようにしましょう。

⑶子供を乗せているときは、チャイルドロックをかけるようにしましょう。
⑷風が強いときは、しっかりとドアの取っ手を握って開けるようにしましょう。
⑸駐車場などで隣に車がいる場合は、降りる時にいきなりドアを開けて隣の車にドアが当たって

傷つけることがあります。ドアは一気に開けないで少し開けてから降りるようにしましょう。

　車が道路上で停車中、後方を十分に確認することなくドアを開けた場合、そのドアが車の右側
又は左側を走行してくる自転車やバイクと接触する事故が起こることがあり、注意が必要です。

この資料は概要を説明したものです。ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

【17013506005】<H29.4>

収容品建更保障1,000万プラン

新発売!
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■別紙の応募用紙にお答え・お名前・ご住所・お電話番号を記入して下さい。
■ 応募は、アスポサービスカウンター・各事業所・組合員相談課にある応募箱へ投函して下さい。
■お一人さま一口のご応募を有効とさせていただきます。
■正解者の中から抽選で毎月10名様に、すてきなプレゼントをご用意しております。
■プレゼントは、組合員相談課でお渡し致します。　■当選者は、次号にて掲載致します。

5月号の正解 /ラッキョウ

二重マスの文字を、A～E の順に並べてできる
言葉はなんでしょうか ?

CROSSWORD PUZZLE

応募締切り

7月14日
（金）

1
2
3
4
5
8
10
12
13

14
16
18
20

夕涼みや花火大会に似合う着物
サナギからチョウに ― した
物事を行うのにちょうど良い頃合い
馬の背に置きます
絵柄の美しい ― 切手を買った
わらなどを編んで作る敷物
ナタネやゴマなどを搾ると取れます
原本からコピーした物のこと
キツツキが木に穴を開けるときに使
う物
世話人に頼む、昔ながらの婚活
― キープ。ペット ―
東南アジアの国。首都はバンコク
革靴や家具を磨いて出すことも

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

3月21日～4月19日

牡羊座

全体運 :ささいなことでイライラ
しやすいよう。一人の時間を大切に
して気分のリフレッシュを。深呼吸
も開運の鍵に

健康運 :ちょっとしたけがに注意。
冷静な行動を

幸運の食べ物 :オクラ

全体運 :地道な作業に力を注げば、
少しずつ物事が動きだす予感。何事
にもじっくり取り組んで。気分転換
には音楽が吉

健康運 :不調和を感じがち。生活
リズムを整えて

幸運の食べ物 :カンパチ

全体運 :暗い発想をしやすい暗示。
意識的にプラス思考を。香り系ヒー
リンググッズを試してみると効果を
実感できます

健康運 :運動不足気味に。適度に
体を動かして

幸運の食べ物 :アワビ

全体運 :周囲のサポートに恵まれ、
順調に過ごせそう。初対面の相手
にも笑顔で話し掛けると良縁を引
き寄せられるはず

健康運 :軽い運動がさらなる体調
アップを招く時期

幸運の食べ物 :エダマメ

全体運 :対人運良好。人と知り合
える場所には積極的に足を運んで。
趣味の集まりやオフ会に参加する
と新鮮な出会いが

健康運 :順調。血行促進を図ると、
さらに好転

幸運の食べ物 :アンズ

全体運 :気分の浮き沈みが激しく
なる時期。コロコロ意見を変えて、
周囲を困らせないよう、ご用心。
開運には深呼吸を

健康運 :無理なダイエットはＮＧ。
ほどほどにツキ

幸運の食べ物 :カボチャ

全体運 :強引に物事を進めず、じっ
くりと腰を据えて取り組むのに向く
期間。リラックスするには紅茶に凝
ると効果あり

健康運 :暴飲暴食気味。食事内容
の見直しが必要

幸運の食べ物 :ピーマン

全体運 :思うようにならないこと
が多く、イライラが募りやすい時期。
笑顔と謙虚さが開運の鍵に。盆栽の
手入れもグッド

健康運 :気晴らしが大事。自然の
中で過ごすと◎

幸運の食べ物 :アジ

全体運 :珍しく神経質になりがち。
難しく考え過ぎず、気楽に構えて。
気持ちを上向かせるにはウオーキン
グが正解

健康運 :健康法に凝り過ぎるかも。
自然体が一番

幸運の食べ物 :桃

全体運 :新しいことをスタートさ
せるのに最適。意欲的にチャレンジ
してみて。過去に駄目だった挑戦に
もリベンジ可能

健康運 :疲れを感じやすいかも。
休養を忘れずに

幸運の食べ物 :トウガン

全体運 :アクティブに動き回れそ
う。迷ったときは、とにかく動いて
みるのがベスト。大胆な発想が運気
上昇の呼び水に

健康運 :高め安定。体力アップを
図るチャンス

幸運の食べ物 :ナス

全体運 :楽しいことに縁がある月。
友人たちとレジャーに出掛ければ、
にぎやかで発見の多いひとときに。
観劇もお勧め

健康運 :行動力アップ。スポーツ
の上達が早そう

幸運の食べ物 :シソ

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

さん
さん
さん
さん
さん

さん
さん
さん
さん
さん

馬場ともみ
佐藤寿美恵
廣長　悦治
神内　朱里
三谷真由美

稲葉クニ子
増田美江子
瀬口　弘子
丸山　鶴美
佐藤　輝実

5月号掲載問題の応募者は70名で70名が正解で
した。厳正なる抽選の結果、次の方が当選しました。
当選者には、組合員相談課にてプレゼントをお渡
し致します。

当 選 者 発 表

今月のあなたの運勢7 HOROSCOPY2017

クロスワードパズル

おめでとうございます

あ た ま の た い そ う

応募方法
4月20日～5月20日 5月21日～6月21日 6月22日～7月22日

牡牛座 双子座 蟹　座

7月23日～8月22日

11月23日～12月21日

獅子座

射手座

8月23日～9月22日

12月22日～1月19日

9月23日～10月23日

1月20日～2月18日

10月24日～11月22日

2月19日～3月20日

乙女座

山羊座

天秤座

水瓶座

蠍　座

魚　座

晩ご飯のこと
チョコレートの原料になる植物
ビー玉を押し込んでから飲みます
コンコンとノックする物
鉛筆を削って出します
泳げない人の強い味方
ハチドリやチョウが吸います
電話では ― が明かない。会って話
そう
今日が終わるとやって来ます
野球の打者が振ります
頭文字のこと。佐藤さんならＳです

1
6
7
9
11
12
14
15

17
19
21

今月の抽選者
中音更地区

上野　操さん

営業時間 8:30～18:30

営業時間 7:00～20:00

休 業 日 7月は休まず営業

士幌給油所
●スタッフ

●セルフ

お知らせ INFORMATION

営業時間 9:30～20:00
（日曜営業日は19：00まで）

休 業 日 7月は休まず営業
（配送ローリー 日曜休業）

アスポ

ガソリンスタンド

※しほろ牛
・7月9日㈰　・8月13日㈰

アスポお知らせ
おかげさまで

20周年

7月15日（土）14：00〜
遊覧馬車、射的、屋台村での飲食物販売、
JA 女性部による牛乳試飲会 他
詳細は後日広告等にてお知らせいたします。

予定
内容

アスポ祭り
※雨天時は農業会館
　ホール予定


